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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 所 望 の 有 機 配 位 子 の 有 機 亜 鉛 錯 体 と 、 離 脱 基 を 担 持 す る 原 子 番 号 74～ 79の 元 素 の 金 属 錯
体 と を 、 非 プ ロ ト ン 性 有 機 溶 剤 中 で 反 応 さ せ る 工 程 を 含 む 、 有 機 金 属 シ ク ロ メ タ ル 化 錯 体
を 形 成 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 原 子 番 号 74～ 79の 該 元 素 が 白 金 で あ る 、 請 求 項 1に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　
【 請 求 項 ５ 】
　

該 配 位 子 が 、 sp 2 炭 素 及 び ヘ テ ロ 原 子 を 介 し て 金 属 に 配 位 結 合 す る こ と が で き る モ ノ ア
ニ オ ン 性 配 位 子 で あ る 、 請 求 項 1又 は 2に 記 載 の 方 法 。

該 配 位 子 が 、 芳 香 環 及 び 複 素 環 を 含 む 、 請 求 項 3に 記 載 の 方 法 。

該 配 位 子 が 、 下 記 の も の ：



【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 請 求 項 ６ 】
　

【 請 求 項 ７ 】
　
【 請 求 項 ８ 】
　

【 請 求 項 ９ 】
　
【 請 求 項 １ ０ 】
　

【 請 求 項 １ １ 】
　

【 化 ２ 】
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の 中 か ら 選 ば れ た 1つ 以 上 を 含 む 、 請 求 項 4に 記 載 の 方 法 。

該 溶 剤 が 、 エ ー テ ル 、 ハ ロ ゲ ン 化 ア ル キ ル 、 極 性 非 プ ロ ト ン 性 溶 剤 、 又 は ニ ト リ ル 基 を
含 む 、 請 求 項 1～ 5の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。

該 溶 剤 が 、 実 質 的 に 水 を 含 有 し な い 、 請 求 項 1～ 6の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。

該 離 脱 基 が 、 ピ リ ジ ン 、 ジ エ チ ル ス ル フ ィ ド 、 ジ エ チ ル エ ー テ ル 、 ジ メ チ ル ス ル ホ キ シ
ド 、 又 は テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン を 含 む 、 請 求 項 1～ 7の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。

該 離 脱 基 の う ち の 1つ 又 は 2つ 以 上 が -1電 荷 を 有 す る 、 請 求 項 8に 記 載 の 方 法 。

該 離 脱 基 が 、 塩 化 物 、 臭 化 物 、 ヨ ウ 化 物 、 フ ッ 化 物 、 ア セ テ ー ト 、 ア セ ト ニ ル ア セ テ ー
ト 、 ト リ フ ル オ ロ メ タ ン ス ル ホ ネ ー ト 、 又 は メ ト キ シ ド を 含 む 、 請 求 項 9に 記 載 の 方 法 。

該 有 機 亜 鉛 錯 体 が 、 式 1又 は 2に よ っ て 表 さ れ る 請 求 項 1～ 10の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方
法 :

（ 上 記 式 中 、 Yは ア ニ オ ン で あ り 、 そ し て Rは 、 炭 素 及 び ヘ テ ロ 原 子 を 介 し て 金 属 に 配 位 結
合 す る こ と が で き る モ ノ ア ニ オ ン 性 配 位 子 で あ る ） 。
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